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答えが確立していない課題に挑む授業開発
～地方創生プロジェクトを考える～
下前弘司
スーパー・グローバル・ハイスクール (SGH) に指定され，それに伴って「課題解決への誘い」と
いう教科を新設し，その中に「社会科学分野」という科目を設定した。「課題解決への誘い 社会科学分
野」をはじめるにあたり，「クリティカル・シンキングの実践」と「答えのない間いに挑む」という 2つ
の特徴を持たせた。本稿では，その背景にある 2I世紀型学力の特に実践力について概略を述べ，その
上で「答えが確立していない課題に挑む授業開発～地方創生プロジェクトを考える～」という授業実践
の報告をおこない，成果と課題および今後の見通しについてまとめる。
1 . 「課題解決への誘い社会科学分野」と 本稿ではこの 2つ目の特徴に当たる授業実践すなわ
いう科目について ち社会を読み解く知を獲得した上でどのように課題研究
当校は今年度からスーパー・グローバル・ハイスクー
ル (SGH) に指定され，それに伴って「課題解決への
誘い」という教科を新設し，その中に「社会科学分野」
という科目を設定した。「課題解決への誘い 社会科学
分野」をはじめるにあたり， 2つの特徴をもたせること
にした。
1つ目は，クリティカル・シンキングの実践である。
社会を分析するために必要な知識や技能を身につけ，経
済学などの社会諸科学の見方・考え方を活用して現代社
会を読み解いていく学習や，過去の事例と現在の事例を
比較検討し，過去に学び現代を考える学習を設定し，様
々な資料を吟味・検証し，事象・出来事を論理的に説明
できる社会の見方・考え方を獲得させる。
2つ目は，「答えのない問いに挑む」である。「課題解
決」における「課題」とは，まだ解決策が明確になって
おらず議論が続いている課題である。解決策が明確にな
っていない根本原因は，利害対立が解消されていないこ
とにあり，その利害はそれぞれ一定以上の正当性をもつ。
そこで，様々な社会間題について利害関係の当事者を想
定し，各立場にはどのような正当性があるのかを互いに
理解しつつ，合意に向かう学習を設定する。
実際の運用としてはまず， 1つ目の特徴に関して経済
学の基礎理論を習得させ，それを用いて現代の様々な事
象を説明させる学習を続け，「使える知」を身につけさ
せる。その上で， 2つ目の特徴に関わる授業を展開する
こととした。理論を学び，それを用いて説明する訓練を
した上で，課題解決へ進むというプロセスである。課題
解決のためにはまず，課題を発見しなければならず，そ
のためには社会を読み解き説明する力が必要だと考えた
からである。
に挑んでいくかについて報告する。
2 答えが確立していない課題に挑む授業
開発
答えが確立していない課題に挑む授業を考える際に
は，まず，国立教育政策研究所平成24年度プロジェク
ト研究調査研究報告書「社会の変化に対応する資質や能
力を育成する教育課程編成の基本原理Jに示された 21 
世紀型学力を踏まえる必要があろう。基礎カ・思考カ・
実践力と 3つに大別されたその内容のうち，本実践に深
く関わるのは実践力である。
この報告書では， 日常生活や社会，環境の中に間題を
見つけ出し， 自分の知識を総動員して， 自分やコミュニ
ティ，社会にとって価値のある解を導くことができる力，
さらに解を社会に発信し協調的に吟味することを通して
他者や社会の重要性を感得できる力を実践力と考えてい
る。さらに，このような力を身につけるにあたっては，
主に道徳的・倫理的次元に力点を置きつつ，身につけた
基礎力や思考力を現実の環境で適用することが重視され
ている。
ここで注目すべきは「協調的に吟味すること」，そし
て「他者や社会の重要性を感得できる力」である。これ
らの要素から，実践力獲得のために，アクティブ・ラー
ニング型の授業が求められていることがわかる。
さらに，実践力育成のポイントとして，以下のように
まとめられている。
①現実のリアルな課題をもとに問題解決プロジェクトを
設定すること。
②学習者の生活意欲，学習意欲，知的好奇心を引き出す
新形態の学習をデザインすること。
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